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金
海
古
蹟
志
品
智
大

す
。
共
の
子
孫
元
組
中
初
め
て
嶋
諸
家
に
随
従
し
、
慶
長
十
六
年
嶋

津
家
居
按
を
麓
州
鹿
児
嶋
に
移
さ
る
L
時
、
同
郷
西
田
村
字
新
照
院

沼
町
に
於
て
第
地
を
賜
ひ
、
代
々
震
に
居
住
す
。
政
風
は
内
田
仲
裁

政
震
の
次
男
、
母
は
同
藩
士
黒
葛
原
良
助
の
娘
友
り
。
文
化
十
二
年

乙
亥
十
二
月
二
日
政
風
を
生
め
り
。
仲
之
助
と
稀
す
。
兄
仲
左
衛
門

政
徳
嗣
子
怠
き
に
依
っ
て
‘
治
子
と
た
し
家
替
を
譲
り
請
け
、
後
江

戸
留
守
居
添
役
を
勤
む
。
文
久
三
年
嶋
津
三
郎
久
光
主
上
京
に
依
っ

て
出
京
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
六
月
九
日
物
奉
行
大
阪
誇
金
方
と
成

り
、
同
月
廿
穴
日
京
都
留
守
居
役
に
縛
じ
.
度
感
元
年
間
五
月
十
一

日
側
役
格
留
守
居
勤
勝
手
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
六
月
廿
八
日
勝
手

掛
側
用
人
に
鞠
宇
。
務
主
嶋
棒
忠
義
君
東
征
出
馬
の
勅
命
を
蒙
り
‘

犬
小
荷
駄
奉
行
に
て
随
従
を
命
ぜ
ら
れ
‘
明
治
元
年
五
月
二
日
出
馬

せ
ら
れ
舎
内
の
底
、
朝
議
俄
に
艶
じ
差
留
め
ら
れ
、
大
小
荷
駄
事
行

を
菟
じ
在
京
せ
し
む
。
周
年
九
月
曾
津
披
降
伏
し
て
奥
羽
鎮
定
す
。

依
v
之
鹿
児
嶋
悲
兵
凱
旋
に
付
き
、
江
戸
出
張
軍
務
官
へ
引
合
ひ
、
事

務
取
扱
の
皆
に
て
政
風
へ
線
裁
の
任
を
命
ぜ
ら
れ
‘
同
月
廿
三
日
褒

京
し
て
江
戸
へ
下
向
、
同
二
年
三
月
七
日
参
政
を
命
ぜ
ら
れ
‘
会
議

人
た
ら
し
む
。
同
三
年
三
.
月
廿
七
日
少
排
に
佳
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
に
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撞

政

風

火

塩
火
の
も
と
に
て
聞
く
は
み
だ
れ
ふ
る

ま
つ
の
嵐
の
寒
き
夜
半
哉

歳

暮

も
え
い
で
ね
柳
の
糸
を
く
り
ょ
せ

τ

ま
だ
き
に
蹄
る
年
の
暮
歳

越

筑
紫
が
た
い
く
そ
の
浪
路
隔
っ
と
も

心
し
ゆ
か
ば
関
た
か
り
け
り

日
の
本
は
醜
の
草
の
み
生
ひ
出
で
L

懐
敏
鎌
も
今
は
名
の
み
た
り
け
り

O
小
幡
宮
内
奮
第

延
賃
金
津
間
を
見
る
に
、
小
幡
氏
第
地
は
、
今
市
役
所
の
地
よ
り
南

隣
、
宮
内
橋
線
構
総
へ
か
け
、
西
側
は
都
て
小
幡
宮
内
居
邸
怠
る
よ

し
記
載
し
、
宮
内
橋
の
方
を
前
通
り
と
す
。
元
職
六
年
の
士
幌
に
、

平
岡
五
左
衛
門
は
古
堂
形
近
所
小
幡
宮
内
相
角
と
見
b
、
叉
紳
尾
孫

九
郎
は
小
幡
宮
内
後
、
ま
た
奥
村
治
部
丞
は
小
幡
宮
内
裏
門
近
所
た

り
と
あ
り
。
宮
内
橋
は
宮
内
第
地
の
近
所
に
て
、
俗
に
宮
内
殿
橋
と
も

金
滞
古
蹟
志
血
管
大

=o 

叙
す
。
同
四
年
七
月
廿
四
日
紳
官
職
を
慶
せ
ら
れ
・
岡
田
御
用
滞
在

仰
付
け
ら
る
。
同
年
八
月
十
五
日
金
海
溝
大
参
事
に
佳
宇
。
十
一
月

廿
日
金
滞
鯨
舎
事
に
佳
ぜ
ら
れ
、
同
五
年
八
月
廿
七
日
石
川
勝
植

令
に
任
者
yo
同
六
年
十
二
月
廿
二
日
石
川
勝
令
に
昇
進
、
同
八
年

三
月
三
十
一
日
依
願
石
川
勝
令
を
菟
ぜ
ら
れ
、
御
用
滞
在
仰
付
け
ら

れ
、
周
年
十
月
十
九
日
御
用
滞
在
を
兎
ぜ
ら
れ
た
り
。
然
る
に

E
二

位
左
天
巨
嶋
津
久
光
公
十
四
ク
僚
建
言
の
底
、
御
採
旬
無
v
之
‘
.
朝
路

頗
る
級
紙
‘
遂
に
左
大
医
を
僻
職
し
.
鹿
児
島
勝
(
寄
留
御
許
可
を

蒙
り
、
九
年
三
月
二
日
東
京
を
護
艦
せ
ら
れ
、
政
風
随
行
し
て
郷
里

へ
勝
る
。
同
年
七
月
十
五
日
嶋
樟
忠
義
卿
の
家
令
を
命
ぜ
ら
れ
、
東

京
に
於
て
丸
少
年
在
勤
あ
り
し
か
ど
、
同
十
七
年
四
月
事
故
僻
職

し
、
後
東
京
第
十
五
国
立
華
族
銀
行
世
話
役
に
従
事
す
る
と
と
亦
数

年
た
り
。
共
の
錫
v
入
賞
直
に
し
て
勇
気
あ
り
。
ま
た
文
事
に
志
厚

〈
、
武
に
し
て
文
を
粂
ね
た
り
と
や
い
ふ
べ
き
。
混
同
が
石
川
懸
奉
職

中
腹
落
置
勝
創
業
の
際
、
貸
儀
を
以
て
衆
庶
民
示
し
け
る
に
、
共
の

廉
直
に
服
従
す
る
の
み
た
ら
宇
‘
治
跡
子
v
今
遁
慕
せ
ら
る
。
性
挿
花

を
好
み
、
詠
歌
を
た
し
て
心
の
慰
み
と
は
注
し
ね
。
秀
逸
多
き
中
に

も
一
二
首
左
に
峨
v
之。

ー

呼
ぺ
り
。
此
の
橋
下
た
る
惣
棒
鋼
に
、
昔
よ
り
玉
川
の
蛙
多
〈
住
め

り
。
小
幡
氏
此
の
邸
地
に
居
住
あ
り
し
頃
、
山
城
国
井
手
の
玉
川
よ

り
蛙
を
取
寄
せ
ら
れ
‘
惣
梼
掘
へ
放
ち
‘
蛙
股
揮
を
賞
翫
せ
ら
れ
た
り

と
い
ひ
侮
へ
た
り
。
明
治
駿
器
の
際
ま
で
多
く
居
た
り
し
か
ど
、
共

の
後
絶
え

τそ
の
艶
聞
ゆ
る
な
し
。

O
小
幡
宮
内
長
次
偲

混
見
摘
窮
に
去
ふ
。
小
幡
元
組
宮
内
長
失
は
、
微
妙
公
に
奉
仕
、
若
名

を
大
炊
と
云
へ
り
。
初
め
は
僅
か
三
百
石
た
り
し
か
ど
、
後
遺
々
加
思

あ
り
て
一
高
石
賜
は
り
た
り
。
徴
妙
公
の
母
公
詩
編
院
殿
の
兄
弟
た

る
ゆ
ゑ
初
め
よ
り
高
石
に
取
り
立
て
ら
る
L
筈
な
れ
ど
、
初
め
は
艇

き
事
に

τ召
仕
は
れ
、
歩
御
供
た
E
も
勤
め
た
り
。
慶
長
十
八
年
に
端

館
公
御
煩
ひ
指
震
り
給
ふ
に
付
き
、
微
妙
公
金
津
よ
り
高
岡
へ
入
ら

せ
ら
る

L
K
、
御
案
内
も
た
く
群
第
v
入
と
て
、
瑞
龍
公
御
機
嫌
損
じ
、

御
封
面
被
v
遊
間
敷
皆
被
=
仰
山
引
に
付
き
.
印
刻
金
津
へ
蹄
按
た
さ
れ
、

本
丸
へ
御
入
解
成
。
此
の
時
往
来
二
十
四
旦
御
供
人
途
中
に
て
落
ち

候
者
共
多
く
あ
り
た
り
。
外
人
々
も
磁
ら
宇
罷
蹄
る
底
、
小
幡
大
炊

は
御
本
丸
の
式
裏
に
休
み
罷
在

p.
湯
・
注
ど
た
ペ
ー
御
番
衆
と
高
聞

の
儀
た
ど
哨
罷
在
る
鹿
に
、
高
岡
よ
り
早
飛
脚
に
て
‘
瑞
穂
公
御
集




